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６
月
３
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で
募
集
し
た
市
民
参
画
・

協
働
に
よ
り
実
施
す
る
開
館

記
念
事
業
の
企
画
に
40
点
の

ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

８
月
24
日
、
提
案
者
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
発
表
さ
れ
た
ア
イ

デ
ア
は
魅
力
的
で
提
案
者
の

熱
意
が
こ
も
っ
た
も
の
で
し

た
。今

後
は
、
外
部
識
者
で
構

成
す
る
運
営
委
員
会
を
開
催

し
な
が
ら
、
年
内
を
め
ど
に

事
業
化
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア

の
選
定
や
必
要
な
調
整
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さいき城山桜ホール開館記念事業

佐伯Big Bang！
～観せる・味せる・魅せる～

多
様
な
機
能
と

広
が
る
使
い
方

現
在
、
建
設
中
の
さ
い
き
城
山
桜

ホ
ー
ル
は
、
令
和
２
年
秋
に
開
館
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
当
施
設
は
、
多

目
的
ホ
ー
ル
大
・
小
を
始
め
ス
タ
ジ

オ
や
会
議
室
、
食
育
活
動
室
や
子
育

ち
支
援
室
、
市
民
団
体
が
活
動
を
行

え
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な
機
能

を
備
え
た
複
合
文
化
交
流
施
設
で
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
自
由
に
利
用
で
き

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

文
化
芸
術
の
振
興
と
多
世
代
に
よ

る
多
様
な
交
流
と
活
動
の
場
と
な
る

よ
う
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
製
作
し
た
屋
台
は
、
さ
い
き
城
山

桜
ホ
ー
ル
や
、
広
場
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
様
々
な
用
途
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
形
状
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
作
り
で
、

軽
く
て
持
ち
運
び
も
便
利
、
組
み
立
て
も

簡
単
と
い
っ
た
優
れ
も
の
で
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
（
大
）
は
、

①
音
楽
に
最
適
な
「
シ
ュ
ー

ボ
ッ
ク
ス
形
式
」
、
②
講
演

会
・
演
劇
な
ど
の
利
用
が
で

き
る
「
幕
形
式
」
、
③
展
示

・
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
と
し
て

も
利
用
可
能
な
「
平
土
間
形

式
」
な
ど
、
利
用
目
的
に
応

じ
て
可
変
す
る
方
式
を
採
用

し
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
で
高
レ

ベ
ル
の
演
出
空
間
を
提
供
い

た
し
ま
す
。

い
つ
で
も

上質の音楽空間

〈施設の概要〉
建築面積 ３，８７２㎡

延床面積 ６，４８１㎡

建物高さ ２５．２９８ｍ

（地上３階）

主要室 多目的ホール（大）（小）、 食育活動室、 市民協働センター

、子育ち支援室、 スタジオ、 会議室 等

可
動
式
の
客
席
を
用
い
、
多

様
な
機
能
面
に
注
目
が
集
ま
り

ま
す
が
、
当
ホ
ー
ル
は
音
楽
ホ

ー
ル
と
し
て
も
一
流
の
設
備
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
算
さ

れ
た
音
響
効
果
に
よ
り
固
定
席

と
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
「
高

音
質
・
大
迫
力
」
の
音
楽
空
間

が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
舞
台

後
方
に
設
置
さ
れ
た
ポ
デ
ィ
ウ

ム
席
は
、
指
揮
者
を
正
面
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
、
演
奏
者
の

す
ぐ
そ
ば
で
楽
曲
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

８
月
４
日
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
の

開
館
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
モ
バ
イ
ル

屋
台
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
大

分
県
建
築
士
会
佐
伯
支
部
、
わ
く
わ
く
大

手
前
隊
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加

人
数
は
40
名
、

慣
れ
な
い
手
つ

き
な
が
ら
み
ん

な
で
協
力
し
て

合
計
10
台
の
屋

台
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

佐
伯
市
民
吹
奏
楽
団勝

田

孝
一

団
長

諸
室
案
内
vol.１

さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
の

各
諸
室
の
機
能
や
、
実
際
は

ど
の
よ
う
な
利
用
が
で
き
る

の
か
な
ど
を
数
回
に
わ
た
り

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

特
集

【客席利用時】【客席収納時】

【多目的利用】

だ
れ
で
も

さいき城山桜ホール開館プレイベント

来て！観て！使って！

多
目
的
ホ
ー
ル(

大)

「使う用途によって可変する多目的ホール」

わたしと城山桜ホール

◇多目的ホール(大)の概要

🔸客席 806席

（ポディウム席利用時 916席）

🔸舞台サイズ

14.4m×7.2m×奥行12.0m

（アイデア発表の様子）

こんな使い方も

軽

く

て

楽

々

♪

い
ら
っ
し
ゃ
～
い
！

持ち運び便利！

しっかり安心🎶

これからの～

これっ！

施設なの？

（多目的ホール(大)イメージ）

ここで何かを

始めたい(^^♪

と
変
身

い
ろ
ん
な
使
い
方
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

簡単 （作業中の様子）

（エントランスのイメージ）

（完成予想図）

間
も
な
く
、
佐
伯
文
化
会
館
は
、
現

在
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
さ

い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
へ
バ
ト
ン
を
つ
な

ぎ
ま
す
。

私
た
ち
佐
伯
市
民
吹
奏
楽
団
は
、
昭

和
56
年
、
市
町
村
合
併
前
の
佐
伯
市
の

どんな

（パーティー会場としての利用）

吹
奏
楽
教
室
と
し
て
数
人
の
構
成
員
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
高
校
生
か

ら
古
希
を
迎
え
る
手
前
の
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
団
員
が
集
ま
り
演
奏
会
に
向
け
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
か
ら
令
和
の
時
代
ま
で
約
39
年
間
、

佐
伯
文
化
会
館
で
は
、
週
１
度
の
練
習
や
年

１
度
の
演
奏
会
、
そ
し
て
中
学
校
や
高
校
の

吹
奏
楽
部
の
生
徒
と
合
同
演
奏
会
な
ど
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
練
習
場
所
で
あ
り
、
ま

た
、
ハ
レ
の
場
で
も
あ
る
佐
伯
文
化
会
館
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
場
所
で
す
の
で
、
閉
館
が
近
づ
く
に
つ
れ

寂
し
い
思
い
が
心
を
占
め
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー
ル
の
多
目
的
ホ

ー
ル
（
大
）
は
、
音
響
性
能
が
良
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
を
始
め
吹
奏
楽
に
関

わ
る
者
は
、
そ
の
場
で
演
奏
す
る
こ
と
を
楽

し
み
に
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
は
、
さ
い
き
城
山
桜
ホ
ー

ル
の
開
館
に
向
け
、
「
わ
く
わ
く
大
手
前
隊

」
に
参
加
し
、
開
館
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

会
議
や
当
日
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
、
自

身
の
日
常
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
で
き

な
い
か
検
討
し
て
お
り
、
過
去
に
大
手
前
野

外
劇
場
で
開
催
し
て
い
た
「
さ
い
き
街
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
復
活
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。

開
館
後
は
、
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
得

な
が
ら
他
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
、
「

楽
し
い
吹
奏
楽
」
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
吹
奏
楽
を
よ
り

多
く
の
方
に
広
く
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐伯がいちばん！


